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一
二
、

光

愚
の

大
要

（

反
射、

屈

折、

光

の

速
度、

干

渉、

偏

光、

ス

ペ

ク

ト

ル
、

輾

　

　

　
射、

吸

歓・

鏝
哲
等
）

］
三
、

磁
氣
及

靜
電「
氣

一
四
、

電

沫
（

抵
抗、

熱
作

用、

磁

氣

作
組、

機
械
的

作
用、

電

磁

感

應、

直

流
並
交

　

　

　
流
等
）

層

五
、

電
氣
餐

動、

電
磁

波

一
六
、

光
の

理

錦
の

變
遜

一
七
、

氣
懺ザ
の

電

氣
傳
導、

眞
空
放

電

（
陰

趣
緯、

X
稼
等
）

一
八
、

電
子
諭

一

九・

数
射

能

二

〇
丶

量．
子
五

罰

二

一
、

自
然
の

遑
綾
性
及

不
蓮

續
性

＝

二
、

自

然

界
に

於

け
る

翹
期

性

二

三
、

自

然
現

象
の

可

逆
及

不
可

逆

二

四
、

相

對
論

ミ
：li

』
：

（〜爽 聖
一1｛室 璽 璽 吊モ て

化

學

自

然
科
學

に

於

け
ろ

化
學
の

位
置

物

質
の

純

非

元

素
と

化
合

物、

化

學

量
論
の

諸
定

律

分
子

説、

原

子

詭、

其
の

論

據

化

學

記

號、

化

學
方

程
式
、

原
子

價、

構
造
式

炭

素
の

化

學

熱

化
學
〔

反

應
熱

、

發
熱

反

應、

吸

熱

長
億
等
）

可

逆
反

感
と

不
可
逆

反

應、

化

學

夲

衡

活

勣

量
の

定

律、

フ
ァ

ン

ト

フ

及

擢

シ

キ

テ

リ

エ

の

原
理

反

應
速
度

論、

觸
媒

主
な
ろ

金
隅
脚

の

化
學

合

金

溶

液・

滲
透

塵

‘

→
四

、

電

氣
化
學

（

電

解
慱

導
、

電
池

等
）

一

五
、

分

析
化

學
の

大

要

一
六

、

膠
質
化
學

一

七、

大

氣

｝

八、

燃
焼、

燃

料

「

九、

化

學
工

業
の

原
料
と

髪
品

二

〇、

油
脂、

炭
水

化

物、

醴
酵

二

】
、

蛋
白

質、

榮
養
品、

嗜
好

品

二

二
、

飲
料
水、

用

水

二

三
、

呼

吸
及
溝

化
の

化

學

　
備
考

　
一
、

此

の

要

目

ほ

自

然

科
學
の

歡
授
上

圭

と

し

て

準
據
す
。

へ

き

物
理

及

化

學

　
　

　

　
に

開
寸

る、
王

な

る

教
材
な

舉
げ
た

う

も
り

な
り、

但
し

教
材
の

選

鐸
及

排
列

　
　

　

に
必

で’
し
も
之

に

隷
る

ん・
要
ゼ

で’
。

　
　

　

　
二
、

物

理

と

化

學
と

の

授

業
時
數
に

略
同
一

と

し

適
宜

槍
減
で

る

な
得
ろ

も

　
　

　

　
り

と

す、一

　
　

　

　
三、

此

要
日

に

現

行

中

學
校

教
授
要

目

に

據
り

第
四

學
年
な

修
了

し
大

ろ

者

　
　

　

な

標

準
と

し

て

作
製
ぜ

リ．、

〔

完

黠）

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
（

岸

　
田

　
久

　
古
）

學
術
研
究
會
議
の

歐
文

輯
報

發
刊

交

部
省

内

學

術
研
究

會
議

會
長

工

學

博
士

男

欝
古
市
公

威

氏

か・

美
正

士
年

二

月
二

日

附

で

本

會
會
頭

宛
に

左

記

の

要

領

な
含
む

手

瓢

が

遞

來
さ

れ

ま

し
六・・

〔

前

笹
從

來

本
邦
に

於
て

發
表
廷

ら

れ

さ

奉
術

研
究
上

の

諭
夊

に

し

て

凱
く

歐
米

諸

壌
に

耜

介
ゼ

ら

れ
六

る

よ・
h
甚
だ

欝

き
に
遘

憾
り

至

に

存

候。

之

れ

畢
竟

是
等

論

夊

の

多

數
が

邦
語

な

以

て

著

に
さ

う

る

が

鴆
に

有

之

候
も

發
表

餐
關
の

區
々

に

し

て

其
の

岡

何

等

聯
絡
統
一
の

存、
「

る

肝
な

く

隨
て

讀
者
に

不

運

な

輿
ふ

ゐ

事
尠

か

ら

ざ

る

も

亦

之
れ

ガ
一

羯
な

爲
ぜ

る

良
り

た

リ．

恵
考
致

峡、

依イ
、

今
般

本

會
議
に

於
て

歐

文

輯
報
を

發
刊

し
之

を

し
て

本
邦

に

於

け
る

學
術

研
究
の

中

權
發

表

紹

介
機
關
柁

ら
し
め

ん

こ

と

を
期

す
る

こ

・
・

語

饕
。

而

キ
右

宀
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．
弄

輯
報

最
雛
論
文
の

原

著
の

外
是

等
原

薯
の

抄
銀
を

成
る

で

緬

羅
せ

ん
こ

と

を

期
す
る

紊
・

有
之

抄

録
は
原

著
者
の

官
作
に

係

る

も
の

を
奪

重

す
る

こ

と

勿
論
の

儀
に

御
座

候
．

蔚
て

は

輯
報

發
刊
の

趣
旨
葎

御

爨

賛
被
成
下

候
て

貴

學
會
に

於

け

る

柵

究

業

績
嫉
爾

後
成
る
。

へ

く

右

斡

報
上

に

於
て

發

表
額

域
候

様
御
配

慮
相
煩

度
匐

又

研

究

論
丈
の

膿

著
者
が

共
の

抄
録

存

自

作
し

原
著
と

共
に

之
な

本

會
議
に

提
出
ぜ

ら
る

ζ

糠
御

勸
奬
被

成
下

度
此

段

及

御

依
頼

候
〔

後
略
〕

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ド

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
…

　

而．
し
て

同

會
議
の

編

纂
出

版
事

業
内

規
一

部
が

參
考
の

爲
め

に

添
付
せ

ち
れ

て

あ
り

ま

す
か

ら

本
會
々

員
に

其

の

大

要
を
御

報
導

申
し
ま
す

．

　

　一
、

出

版
物

管
、

螽
曇
邑
の

種

類
。

本

會
議
は

本
邦
に

於

て

な

さ
れ

陀

る

學

術

研
究
の

原

著
（

冖［

ぎ
ま
き
氈

∋

邑

竝

に

其
の

抄

録

3
げ
．

e
耐

・

量
を

編

纂
し
目

本
何

學

輯
報
（

蜜

箋
羅
」

°

鬘
巴

∩・

r
）

と

し
て

之

を
公

刊
す
−

…
本
曾

謦
霧
其
の

勢
本

葦
舞
に

於
け

垂
篝
募

麝
毳
纂
し

謬
曾

墾
凋・

§
粤
・

醫〕
と

し
て

之

塞
刊

応

　

二
、

編
纂
出

版
機

開
　
昏
學

衛
部
に

編

纂
委
員

を

置
き
鴬

該
部
に

於
け

る

輯

報

編
纂
事
務
は
同

委
員
之

な

掌
ろ
、

但
し

會
則

第
十

三

條
に

依

り
會
員
以

外
の

者
を

委

員
に

加

ふ

る

こ

と

を
得．

輯
報
の

編

纂
出
版

に

要

寸

る
經

費
は

會
長

之
葎

各
學

術
部
に

配

當
す

。

總

務
部
に

常
任
編

纂
出
版

委
員

存
置

き
斉

學
衝

部
よ

リ
一
名
宛

之
な

選
禺
’

 

．
≡
、

常

蠡
纂

農
委

擡
本

窪
に

書
言
れ

奮
論

紊
抄

録
に

？

最

鰲
〜

筆
ゴ

る

こ

と

あ

ろ
。

へ

し
。

　

　

　

　

　

　

　

　

，

　

三
、

輯
報
の

饐
裁

　
表

概
の

盤

澱
省

略・

輯
報
の

各
卷

つ

ご回尸
巨
垂

 
賦

適
宜

之

犇
塑
。
5
．

・
・。

三
奠

．

も
妨

げ

参・・。

籤
実
・・

嘉
碁
る

こ

表
靠
し、

書
緯
二

六．

轟、
顰
九

三

糎
。

印

刷

面

縫
（

募
上

段

に

あ

藁
碧
塁
£

な

含
ま

す
）

一
七．
九

糎、

幅
一
二

糎。

本

文
の

渚
字
及
「

頁
の

行
數（
標
記

な
含
ま

す
）

護
港
わ

三
 

蟄
モ

ー

ζ
イ

カ

三

＋

九

行・

鏤
に

あ
り
て

に
プ

》

ミ

ヤ

享

行

キ
。

原

蓍
蠶
直
頁

難
別

写
・

但
し

蠶
害
階・

呈
舞
内

気
る

・

一

卷
な

分

冊
で．
る

も

各
恥
の

頁
附

拭
更

新
ゼ

す
、

原

蔚

は
各
論

丈

毎
に

新
に

奇

數
の’
頁

孤

よ

り

始
め
イ
、

印

刷
す
。

抄

錬
に

は

粥
載
順

に

佐
り
一
雀

な

通
じ
て

番
號

な

鰍
で

。

原
暮

に

叢
露
す

る

に

部
の

難
与

。

圖

警
亘
卷

鑑
じ
・

1

藪
字
に

て

番

號

な

附
し

數
字
の

前
に

一．】°

の

丈

字
を

記

入

兎

　
　
四、

原

著
編
纂
の

方
針

　
原

著

ロ

著
者
の

國
籍
如

何
な

問
は

す
凡

て

本
邦

に

於
て

發

表
す
る

を
適
當
と

認
む

る

も
の

に

就
き

之
れ

を

探

録
す

原

著
は

英
佛
獨

語
中
の

何
れ

か

を

以
て

著
は
さ

れ
陀

る

も
の

ζ
限

る
，

但
し

髪
・

に

依

り

馨
纛
難
以

て

裔
貞
…
あ
も

特
に

耄
蕪

す
ろ

こ
、

廴

あ
ろ

べ

し
。

邦
語

々

以
て

著
に

さ

れ
六

る

論

丈

に

し

て

特
に

價
値
あ
り

と

認

む
う

も
の

11
著
者
の

希

羅
參

酌
し

英

佛
獨

中

の

何

れ

か

に

馨
し・

之

鑿
撃
ろ

こ

と

あ

る

べ

し
し

　

五
、

原
著
印
刷
指
針
　
論
交
の

番
號

に
ゴ

シ

ジ

〃

齢
ア

ラ

ビ

ァ

數
字

。

表
題

も
ゴ

シ

ツ

〃

獵
。

著

者
の

姓
名
口

節
略
す

る

こ

と

な

く
且

つ

名
奄

先

に

姓

を
後
に

首

る

こ

と、

丈
字

ロ
ゴ

シ
…
／

ク

體
と

し
姓
の

全

部
と

名
の

首
字

と

ー1
大

丈
宇

と

す、

學
位
め

記

載

は
著
者
の

任

意
と

す、

著
者

の

學

界
に

於
け
る

圸
位
又

は
宜

磯
名

は
成
る
“

へ

く
詑

孳
る

こ

と
。

圜

版
あ．

麁
合
に

は

圖

馨
難
括
弧

内
に

峩
し

之

な

示

す

こ

と
・

前

碧
次

に

研

篝

誹
及

受
理
の

時
日

慧
記
載
す
。

（
例
省

略
）

…
脚

註

孕
三ヒ

耋
。

浸
括
弧

父
れ

参
ね

ア
・
フ

ピ

ァ

撃
叢
蓬
票
す・

豐
と

妻
と

毳

界
に

砿

長

さ

六

糎
の

横
線
な

引
く

こ

と

：

°
b

六、

抄

鋒
編
纂
の

方
針

本

邦
に

於
て

發
表
せ

ら
れ

だ

ゑ
姻

交

の

抄

録
は

著
者
の

國
籍
と

用
語
と

を

問
は

ず
努
め

て

之

を

網
羅
す

る

こ
，・

し

。

本
會

議
誤

本
邦

昏
大
學

肝
究
所
學

會
等
に

照

曾
し

て

其
り

楼
關
出

版

物
に

發

嚢
、
b

染
る

論

畜
抄

彎
蕁
よ

リ

提

出

葺
紅
ん・
、
と

条
む・
へ

し
・

前
顎

以

外
の

論

交
と

雖

も

公

表
ぜ

ら
れ
た

う

も
の

口

努
め

て

其
の

抄

録
な

蒐
集
す

ろ

こ

と
。

抄

磐
欝
す

藤
に

蔑
ゑ
く

原

婁
集
へ

し

む
・

へ

し
・

抄

讐
英

籍
請

窓

何
れ
か

宣
て

作

饗・
毳
ん

こ

と

藍^
向

驕…
會
し・

其
他

島
語

宣
て

し

馨

抄
嫁
の

提
串

あ
サ

糞

る

塲
合
に

は
本

倉
議
に

於
て

便

宜

之

存

英

佛
獨
語

中
の

餌

れ
か

に

籬

華
。へ

、
。

亜
論

吝
單

姦
簿
二

賛
上

り

羅
炉

嬉

撃
ろ

こ

と

翕

け

で

　
抄
鐐
に

蒻
合
に・．
宀

リ

單
に

論
丈

り

表
題

著
渚
の

娃

名
禺
所

刊

行
の

年
月

等
の

み
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な

竭

載
す

る

に

翫

む
る

こ

と

あ

る。
へ

し
。

抄

録
の

作
製
及

礎
毘
に

要
す

る

費
用

は
學

會

等
々

個

入

嘉
問

拭
す
蟲

要

罎
じ

本
會
議
之

な

補
幼

す
る
、

ε
あ
る

べ

し
。

　

七、

抄

録
印
刷
指
針

　
遞
號
刊

行
物

鋒
所

載
諭
丈
の

捗
録
に

あ

o
て

は

番
號

降

單

行
本
の

抄

篝
番
號
な

粗
通

ぜ
し

む
る

こ

と、

表
題
11
原
交
の

侵
全

交
又

は
之
か

飜

譁
し

馨
も
の

黏
載
す

る

こ

と、

但
し

原

文
か

蓋
獨
語
以

外
の

も
の

馨
塲

合

に

は
表

題
の

終
リ
に

其
何
れ

の

國
語
存

以
て

ぜ

る

か

な

括
弧

内
に

詑
す

ろ

こ

と
、

丈
字

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
へ

に

普
通
の

ロ

ー
マ

ソ

な

用

ふ
。

原

論

文

の

羯
載
ぜ

ら
れ

六

る

出

版

物
の

名

稱
の

略
字

ば

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
〃

な
る
べ

く

萬
國

理

墨T
文

書
目

録
所

定
の

も
の

に

從
ふ

こ

と

と

上

夫

れ

以

外
の

も
の

に

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
 

就
て

は

各

學

術
部
に

於
て

便

宜

之

生
定

し
會
長

に

報

告
す
べ

しー。

輯
（
の
、

吋蹟
。
．）

の

番
號
は
。

↓
ン

を

用
ふ

る

こ

と
。

卷
（
＜
・

言
3

數
は
ゴ

γ

ツ

ク

體
ア

ラ

ビ

ァ

數
字

な
用

ひ

其
の

公

刊
年

號

は
括
弧

内
に

入

れ

卷
數
に

績
け
て

記
す

。

單

行
本
に

あ

り
て

は

書

名
拭
原

丈
の

健
全

交
又

口
之

を
醗

譯
し

れ

る

も
の

か

記

載
す

る

こ

と

文

字

に
ゴ

シ

ソ

”

難
用

ふ
・

但
し

髪
か

英

佛

獨
語
以

外
り

あ
芸
塲
A
・

に

は

書
名
の

終
に

其
の

何

れ
の

國

語
た

以

て

著
口
さ

れ
れ
ゐ

か

葎

括
弧

内
に

記
す

こ

と
、

文

字
は

普
通
ロ

ー
マ

　
’

ン

と

す
。

　

著
作
が

完
了
ぜ

ざ
る

も
の

に

就
て

は
其
の

公

刊
せ

ら
れ

仁

る

部

分
の

み

の

卷

獲
年
號

を

否
。

出

版
の

地

名
は

鬢
（．

窰
Φ

”

P
罅

。
v

に

示

さ

れ

馨
あ
な

記

す
。

各
抄
録
の

終
り
に

抄

録
者
の

姓

名
叉

ほ

其
の

節
略
し

葦
あ
龕
す

る
、

芝、

ぞ

抄
録
者
が

原

著
者

馨
と

き
11
單
に

窪
耳
と

聾
。

若
し

又

原

著
者

の

作

製
し

六

る

抄

録
な

饕
し

喬
載

寸
る

豪
艮
は

其
の

旨
な
括
弧

内
に

奪
、
卜

垂
。
『

（
弓・

冫．

・［、．
⇔

臣
⇔

と

の

如

く
て

，

其

他

採

原

著

印
創
指

針
に

準

す
。

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　〜

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　…

　
　

八
、

索
引
（

ぎ
幽

鶏）

扉
頁
（．
弓

三
。

豪
σQ
。

）

及
目

次
（（い
〔）｝一
←

〇一
冒

酔
工

）

髓
麟
鱇
矯
縫

鑼
凝
貅

腿
鰐

壕
纏
膿
拳
総

皿

抗
し

必

要
に

繧
じ
て

其
の

字

髀
々

區
別
寸

る

こ

と

旭

妨
け

す、

索
引
中
の

人
名

は
姓
な

先
に

名
な

後
に

し

其
問
に
コ

ζ
へ

，

）

か

附
マ

。

　
　

九、

附
則

輯
報
の

抄

録
は
一

九
二

一

年
公

刊
の

論
文

及

單
行

本

よ
り

之

を
行
ふ
も

の

と

マ。

論
文
の

表

題

單
行

本
の

書
名
中
に

あ
る

邦
語
に

竝

著
者
の

姓
名
を
・

↓
字
綴
り
に

改
む
る

揚

合
に

翼

は

凡

て

原
著
者
の

爲
す
所

に

從
ふ

、

冀
の

他

の

搭
A
口

に

於
て

に

捗
録

者
の

讐
キ

・

緩
灣
之

駕
外
の

學
界

昆
布

す

・

…
ーし
、

配
布

費
箪
術

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

吉
）

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
（

岸

田

久

部
に

於
て

決

定
し

本

會
議

曾
長
に

申
田
つ

べ

し
。

〔

後

略
〕

　
　

　

　

　

會

員

動

靜

　
　

驚
先

蓮
念

警
全

難
報

鶏
盛
こ

と

ζ

な

り

宜
つ
斗、

葺
れ
以

前
の

　
　
二

月

饕
も

第

蟇
限

り

髪
葛
る

必

要
あ
り

し
・

と

等
の

爲
め

二
般

に

雜

　
　

報
の

遲

延・
滯

難
嚢
し

馨
は

篳
者
の

遣

燧
に

堪
へ

ざ

畠、
惡
か

皐

　
　

讀
者
の

芻

諒

察
下

さ

ら

む

こ

と

か

願
ふ

。

　

○
昨

年
夏、

歐
米
巡

遊
の

淦
に

上
ら

れ
陀

る

水
産
講
脅

所
技
師

梶
山

英
二

氏
は
二

月
三

日

無
事
歸
朝
せ

ら

れ
詫

り
。

○
大

島
廣
氏

桑
て
、

マ
・

・

藷
國
竝
び

に

ア

言
力

に

遊

學

中
に

て、

其
の

淌
息
は

各
地
よ
り

本

誌
の

爲
め

に

寄
せ

ら
れ

泥

る

同
氏
の

有

盆
な

る

邁
信

に

よ

り

て

我
等
が

其
の

都
度
承
知

し
ゐ

陀

る

所
な

る

が

二

月
四
日

横
濱
入

港
の

便
船
に

て

恙
な

く
歸

朝
せ

ら
れ
一

旦
上

京、

動
物

學
歡

室
を

訪
は

れ

陀

る

上、

新
任
地

な
る

輻

岡
に

赴
か

れ
だ

勺
。

　

　
・

　

○

新
陀

に

東
大、
醫

學
部
助

歡
授

と

な
ら

れ
し

森
於

菟
氏
は

解

剖
學

硯

究
の

爲
め

留
學
を

命
ぜ

ら
れ、

三

月
上

句
の

便
船
に
て

ド

イ

ツ

に

向
け
出
發
せ

ら

れ
る
。

　

○

在
朝
鮮
京
城
の

森
爲
三

氏

は
四

月
初
め
、

二

年
間
の

豫
定
を

以
て

歐
米
巡
遊
の

途
に

上

ら
れ
陀

り．

　

○

梶
原
一

雄、

簑
内
收、

向
坂
進、

高
木
正

得

及
び

田
上

光
の

五

氏
は

今
春

首
尾
よ

く

東
大、

動
物
學

科
の

課

程
を

卒
へ

て、

新
柁

に

理

學
士

と
な

ら

れ、

梶
原、

向

坂
の

兩

氏
は

更
ら

に

九
州
大

學
の

醫

學
部
に

入

學
、

他
の

三

氏
は

東
大

、

大
學

院
に

於
て

更

ら
に

各
偵
の

宀
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